


平成30年6月28日社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金） 事後評価書
２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・鉄道を高架化させることで、踏切による交通渋滞が解消された。
Ⅰ定量的指標に関連する

交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 4箇所
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 4箇所

最終目標値 2,600人
目標値と実績値 ・鉄道高架化により踏切は除却されたが、鉄道高架下整備や駅前広場、側道、鉄道交差道路、公園等の周辺施設整備が
に差が出た要因 完成しなかった等の要因により、目標値に及ばなかったと考えられる。

最終実績値 2,420人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

今後も引き続き側道や鉄道交差道路等の未整備の周辺施設の整備を進めていく。

指標②（末永
町、本郷町、滝
川町、陶栄町の
人口）

指標①（除却踏
切数）


